
１．概況

２．受 注 ･ 出 荷 実 績
（金額単位：百万円)

月･期別 １２月 前年同月 ４月～１２月 前年同期 １月～１２月 前年同期

機 種 別 比増減率(%) 累 計 比増減率(%) 累 計 比増減率(%)

100,150 -35.3 855,191 -15.6 1,220,483 -15.0

67,759 -30.7 589,049 -12.5 823,079 -11.4

25,271 -6.5 198,958 -1.6 283,838 -2.4

42,488 -40.0 390,091 -17.2 539,241 -15.5

30,230 -44.1 246,495 -22.0 371,481 -21.6

14,123 8.2 108,303 -7.7 149,514 -14.0

12,703 -65.8 108,225 -36.1 183,402 -29.9

(ルーター・ＬＡＮスイッチ等） 3,404 -12.4 29,967 3.2 38,565 -0.5

2,161 -26.9 19,647 -20.5 25,923 -20.4

（注）１．ＣＩＡＪ自主統計に基づく ２．移動体端末には市民用トランシーバー、アマチュア用通信装置を含まず

３．ボタン電話装置は、端末機器に含めず、ネットワーク関連機器に含めた（2018年4月から）

【２０１８年１２月】

移 動 体 端 末 機 器

ネ ッ ト ワ ー ク 関 連 機 器

有 線 ネ ッ ト ワ ー ク 関 連 機 器

当月の通信機器[国内]の受注･出荷は1,002億円、前年同月比35.3％減と大幅に減少した。
有線端末機器は、その他の電話応用装置（同比9.9％増）が同比を上回ったが、電話機(同

比1.3％減)、事業所用コードレスホン(同比15.8％減)、インターホン(同比2.6％減)、ファ
クシミリ(同比7.3％減)が同比を下回り、全体では253億円(同比6.5％減)と減少した。

移動体端末機器は、スマートフォンの冬春モデルの出荷が前年度ほど伸びず、全体では
425億円(同比40.0％減)と減少した。

有線ネットワーク関連機器は、PON･MC(同比35.3％減)、局用電子交換機(同比46.5％減)、
構内用電子交換機(同比22.2％減)が同比を下回ったが、ボタン電話(同比5.0％増)、デジタ
ル伝送装置(同比73.7％増)が同比を上回り、全体では141億円(同比8.2％増)と増加した。

無線ネットワーク関連機器は、衛星系通信装置の減少で固定通信装置(同比80.1％減)が同
比を大きく下回り、基地局通信装置(同比4.8％減)も同比を下回ったことから、全体では127
億円(同比65.8％減)と大きく減少した。

その他ネットワーク関連機器は、ルーター(同比1.1％減)、LANスイッチ(同比23.6％減)、
その他(同比2.2％減)が同比を下回り、全体では34億円(同比12.4％減)と減少した。

通信機器用部品は、22億円(同比26.9％減)となり、同比では2か月振りで減少に転じた。

通 信 機 器
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３．受 注 ･ 出 荷 推 移

無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 関 連 機 器

そ の 他 ネ ッ ト ワ ー ク 関 連 機 器

通 信 機 器 用 部 品


